
◎　平成21年11月1日以降に様式が変更されていますので、この最新様式で提出願います。

◎　建設事務所に提出された日（受付日）以後、片側通行止は10日以上、車両通行止は14日以上の日数

　　を必ず確保し、通行制限が開始するように日付を設定し、その日付を記入願います。

◎　通行制限期間は、実際に通行制限する期間を記入願います。（天候等も考慮し、最少の期間）

◎　道路管理者が通行制限できるのは、道路法第４６条第１項の規定による、①道路の破損、欠損その他

　　の事由により交通が危険であると認められる場合、②道路に関する工事のためやむを得ないと認められ

　　る場合となりますので、提出に当たっては御留意願います。

各用紙の提出枚数
所長あて（１部）、建設部長あて（１部）、市町村あて（１部）、警察署・消防署等あて（３部）、
申請者あて（１部）

使　用　上　の　注　意

１７ ： ００ ）

）

５ 〃 時間 終　日 ・ 時間制限 （ ８ ： ３０ ～

～： ：

　　　（例） ５　制限時間を、午前８時３０分から午後５時とする場合。

５ 〃 時間 終　日 ・ 時間制限 （

　　　（例） ４　制限種別を、歩行者通行止と幅員減少としたい場合は、直接入力する。

３ 種 別 歩行者通行止 ・ 幅員減少 ・

３ 種 別 片側通行止　 ・

・

３ 種 別 片側通行止　 ・ ・

上田

大型自動車通行止

車両通行止 ・ 全面通行止 ・ 大型自動車通行止

・

　　　（例） ３　制限種別を、片側通行止と大型自動車通行止にしたい場合は余分な種別を削除する

市 真田 町 傍陽 1234 番地１ 通行制限箇所

路　　　線　　　名 主要地方道 長野上田

番地

線

　　　（例）

１　「所長あて」シート以外は、シートの保護をしていますので直接入力はできません。

２　「所長あて」シートの「路線名」以下の行に入力することにより、それ以下のｼｰﾄの各行にリンクしているの
で、それぞれのシートに入力の必要はありません。
３　各セルには、該当するものを○で囲む部分がありますが、所長用ｼｰﾄに○で囲んでもそれ以降のｼｰﾄに
は反映されませんので、プリントアウト後にそれぞれ手書きで○を付けてください。

線路　　　線　　　名

２　上田市真田町傍陽１２３４番地の場合、○で囲まずに直接各セルに入力する方法

　国　・　県　（主要　・　一般）

　なお、それぞれ手書きが面倒な場合は、○で囲む部分を直接入力すれば、以降のセルに反映できます。

１　主要地方道長野上田線の場合、県と主要に○をする代わりに、直接打ち込む方法　　　（例）

１ 通行制限箇所 郡市 町村大字 字



●　通行制限願の記載例

― ― ）

11 （ ） ）工 事 発 注 者 国・県・ 上田建設事務所 ・市町村役場（維持管理 課　　氏名 上田　二郎

上田 市

路　　　　線　　　　名 主要地方道 　○○○○　線

番地町 ○○○○１ 通行制限箇所

２ 通行制限理由 ○○工事

３ 種 別 片側通行止

４　　通行制限期間 平成 21 年 11 月 1 日～ 平成 21 年 12 月 25 日

５　　〃　　　　 時間 終　日 ・ 時間制限 （ ８

６ 工 事 期 間 平成 21 年 日～ 平成 21 年 12 月 3110 月 1 日

７ バ ス 路 線 の 有 ・ 無 （バス会社名） ○○バス㈱
有 無

８ 迂 回 路 線 の 有 ・ 無 （迂回路線名） 一般県道○○○○線ほか
有 無

建設　太郎

10 工事施行現場 住所

９ 工 事 施 行 者 住所 上田市材木町 氏名

　　　上田市材木町

責　　　任　　　者 氏名 ○○○○ （電話

： ３０ ）～ １７ ： ００


